地域住民の相互扶助を目的とした高齢者教育 ： 高知県における「シルバー介護士養成講座」を例として by 宮上, 多加子
地域住民の相互扶助を目的とした高齢者教育












たちのニーズを学習内容に反映 させ る事にはあまり重要性を認識 していないため、高
齢者の主体的な学習活動を促進するためには、プログラム運営上の改善が必要である。














り、残 り8割以上は自立 した高齢者である。 この中には、健康に恵まれ活動意欲も高 く、他の











本 における高齢者教育の実践事例を分析 してお り、その結果、日本の高齢者教育は、趣味 ・文
化 ・教養等を目的とした活動が中心で、学習成果を地域活動 ・ボランティア活動 ・職業に生か
せ るような活動はあまり行われてお らず、この分野の研究 も進んでいないとしている。また、
『社会教育』巻末資料の 「生涯学習 ・社会教育関連記事 ・論文索引」に記載された過去10年間の
先行研究、および1990年か ら1995年版 『教育学論説資料』の 「生涯教育 ・地域 と教育」分野に
掲載された論文の中か ら、本研究に関連のある文献を分析 した結果も、これを裏付けるものと
なっている。






















身体的 ・精神的機能において異なってお り、学習に対する配慮 もその変化 に対応したものであ
る必要がある。























ての議論は、まだ明確 にはなっていない。高齢期には特有な身体的 ・精神的な変化が見 られ、
学習活動においても、その変化に対応 した配慮が必要 となるが、アンドラゴジーの理論的基礎
の部分が高齢者に対 してもそのまま適用 されるのか、あるいは修正されるのか という点が示さ
れていないのである。これに関して川延9)は、木全力夫がノールズや池田秀夫 ・堀薫夫 らの学
習者モデルを参考にして、ペダゴジー(Pedagogy:学校教育学)モ デル、アン ドラゴジー(成





























在)を 見ても、高知市の17.2%と比較 して、他の市町村 はすべて20%を越えて全国平均を大 き
く上回ってお り、特に中山間地域では40%を越える町村 もあるエ2)。このように高齢化が進行 し
た地域においては、必然的に高齢者だけの世帯や高齢者の独居世帯が増えることになり、地域




分け、54歳か ら74歳までをヤ ング ・オール ド(young-old)、75歳以上 をオール ド・オール ド
(01d-old)と名付けて2つ の年齢層の質の変化に注 目したことを示 している。すなわち、高齢者
が健康状態が悪 く、貧しく、弱 く、孤立しているというイメージは75歳以上のオール ド・オー
ル ドか ら得たものであって、ヤ ング ・オール ドの実態は、健康状態、経済状態が良く、学歴も
高 く、政治への参加 も積極的で、社会に対 しても大 きな影響力を持っているとしている。ニュ
ーガー トンのこの指摘から20年以上が過ぎ、ヤ ング ・オール ドの世代であった人たちがオール
ド・オール ドの世代に移行した現在のアメリカの高齢者の実態は、かなり変化 しているときて
いると思われるが、54歳か ら数 えて30年前後にわたる高齢期 を均質なものとしてとらえずに、
前期 と後期で異なる様相 を指摘 した点は、現在の 日本の高齢者をとらえる際にも有用な視点で
あると考えられる。
一方日本では現在のところ、制度的あるいは統計的に65歳以上を一括 して高齢者 として取 り
扱 うのが一般的である。65歳以上を年代別に分けた資料 としては、平成11年版 『高齢社会白書』
があ り、65歳から74歳までを前期高齢者(ヤ ング ・オール ド)、75歳以上を後期高齢者(オ ール





75歳未満の高齢者は、健康状態も良い者が多 く、気力 も充実してお り、新 しいことに対 して取
り組む意欲も旺盛な者が多いと考えられる。これ らの高齢者は地域の実情に詳 しく経験豊富で
あり、地域の福祉マンパ ワーとしての大 きな可能性を持っている。 しかし、これらの人たちの
保持 している経験や技術は多様であり、直接地域の社会活動に活用できる内容ばか りではない。













った。1999年に60歳から75歳の人たちは、終戦時6歳 か ら21歳であ り、すでに学校教育 を終え







































筆者は 「シルバー介護士養成講座」に観察者 としての参加者という立場で参加 した。週に2



















の交流〉、 〈講師の一方的な語 り〉、〈講義の中での気分転換〉が含 まれている。学習環境 として
の 『学習する場に関するもの』には、物理的環境を中心 とした 〈身体的安楽が必要〉 と、講座
主催者によるプログラム運営上の特徴 として 〈管理的雰囲気〉がある。
(3)結果および考察























の準備 と集中」および 「講師の経験に基づ く教授」に影響 し、また参加者の 「学習への動機づ
け」 も促す。同時に 「受講者の持つ経験の役割」も 「学習への動機づけ」と 「学習活動への準
備 と集中」に影響する。受講者は、「講師の経験に基づ く教授」を受け、「学習活動への準備と
集中」 をして学習活動を行 うが、そこには講師と受講者、また受講者同士の 「相互の交流」が









者の特徴 を考慮 した教授方法 を展開 し、高齢者が学習活動に主体的に参加するように工夫 しな
ければならないと考えられる。
























を問う項 目が一対になってお り、合計60項目より構成されている。また、講座の評価 と重要性






れ、調査の依頼が可能であった22人に対 して質問紙を手渡 し、郵送にて回収 した。回収数は17
人(77%)であった。
③データの分析






んだ者が7人 、社会福祉協議会や老人クラブか ら誘われた者が8人 、その他1人 であった。ま
た、講座受講前にも何 らかのボランティア活動を行っていた者が12人、民生委員をしている者



































す ように位置づけられているのである。 しか し、「シルバー介護士養成講座」においては、日程
や内容 を講座の主催者が決定した後で受講者を募集 してお り、受講者が講座の中で自らの学習
を計画するようには配慮されていない。従って、「学習計画への関与」の受講者の評価得点は、
0.69と全ての項 目中で最低 となっている。 これと関連 して、学習の方向性を決定するための
厂課題の明確化 と決定」に関する講座の評価得点をみても1.14と低 く、このような活動が講座の

















必要がある。さらに、継続的 ・循環的な学習活動を想定すれば、実際に地域福祉活動 を実践 し
てい く中で、それぞれの個人が必要 とする学習内容が明確になってい くと思われ、継続的な学
習を促進するためには、学習機会を提供する者との個別的な関 りが重要となる。 さらに、この
ような高齢者に対 して教育を行う講師と高齢者の継続的 ・個別的な関わ りや、活動 を行ってい









である講義形式が多 く、模擬体験や実演 ・実習のような参加型 ・体験型の形態は少なかった。
このような講師か らの一方的な知識の伝達は、主にペダゴジーにおける学習形態であ り、「学習


























として、評価 と相容れない面があることも認めている。しか しこれは、健康 ・スポーツや趣
味 ・教養 といった学習する事自体が自己目的化 した場合を想定 してお り、「シルバー介護士養成
講座」のような学習成果を実際の地域活動に生かそうという手段的な学習においては、 自己評
価を含めた評価の形態を工夫する必要があると思われる。






























ことが必要である。これは高齢者を対象 とした講座 を計画する担当者が、アン ドラゴジーの実
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